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第 40 回 『マンヒのいえ』の扉を開けて 25 年 
－韓国絵本の迷宮をさまよい続ける旅人として－ 

2026 年９月 26 日（土）14:00～15:30 
※今年度より開催時間を変更いたしましたのでご注意ください。 

 

講師：森岡 由紀子 氏（絵本専門士） 
 

会場：板橋区立中央図書館１階図書館ホール 

（板橋区常盤台 4-3-1） 

定員：40 名（事前申込・先着順） 
 

 

 

 

 

 

 

 

     講演会シリーズ 

世界の書棚から 

■参加申込方法 

９月２日(水) 9 時から以下サイトにて申込受付を開始します（先着順） 

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/oshirase/2000993.html 

■問い合わせ 板橋区立中央図書館 電話 03-6281-0291 

『マンヒのいえ』が韓国で出版されて 30年。講師の森岡氏は

邦訳版との出会いから 25年にわたり、韓国の絵本を通して韓国

文化に親しんできました。絵本の扉を開けば、それまで知らな

かった韓国に出会える。その体験を繰り返すことは、森岡氏が

韓国を旅する原動力にもなっています。 

躍進を続ける韓国絵本の魅力は、隣国の伝統文化や暮らしを

知る喜びであるとともに、発想やデザインの鮮やかさに驚く心

地よい衝撃でもあります。本講演会では、森岡氏が旅人のよう

な立場で、韓国絵本の来し方、民画的表現の魅力、古くて新しい

アコーディオンブックなどについてお話しいただきます。 

 

 

▲『물이 되는 꿈』 
（水になる夢） 

ルシッド・ポール歌詞 
スージー・リー画 
청어람아이 2020年 

▲『マンヒのいえ』 
クォン・ユンドク作/絵 
みせけい訳 らんか社 1998年 

▲『꽃에 미친 김 근』 

（花に夢中のキム君） 
キム・ドンソン作 보림 2025年 


